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誌別稿 (鈴木,宮下,黒田,川端 ｢2次元量子スピン系および古典スピン系のモンテ ･
カ/レロ法による研究- 渦生成型の相転移- )を参照して下さい｡ また,量子系のモ
ンテ･カ/レロ･シミュレーションは数学的困難性のためいままで為されていなかったが
鈴木の トロツグー表示方法によって実行可能となった｡ これに関する詳 しい報告は本誌
別稿 (鈴木,黒田,宮下 ｢量子系の MonteCarlo法の研究｣)を参照して下さい｡
古典ノ､イゼンベルグ模型の計算機実験
原 研 別 役 広
計算機実験は "理論的実験"ともいえる手法で,すでにいくつかの間島に適用されて
成功をおさめている｡ この方法によって得られた結果は,解析的な方法で求められた結
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で与えられる｡ここづ-2Jは最近接点 i,jに位置する平行スピン対 くi,j> のエネル
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てある｡ 図 1の曲線は表 Jのパラメータを用いて引いたものである｡WoodとRushbrooke
が高温級数展開の結果に比率法を適用して決めた転移温度はJ/kを単位として,㌔(W
&R)-2･89である｡2744スピン系のMbから決めた先 はこれより少し大きい｡
これに対 して βは,Stephensonと Wood3)が 0.1≦M ≦ 0.4 に対する磁気相境界か




有効指数 P と転移温度 Tc : M(T)-(トT/Tc)P
N β ㌔
Mrms 512 0_318±0.0(ー1 3.039±0.∩03
2744 0.329±0_001 2.994±0_003
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bとTaを 1/顎 の関数 としてプロットしたのが図3である. これから分るように bと












していて周期的境界条件を満足 しているとして,スピン数 Nが 10×10(-100),30×
30(-900),50×50(-2500)の三つの系にっいて実験を行った｡モンテカルロのス
テップ数は転移温度の近傍で1スピン当り1万回軽度行った.図4に磁化の自乗平均
くm2>と最近接相関 可1)の温度依存性を示 した｡ 大体の傾向は Watsonら7)の結果と
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